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　 縮小する住宅市場に新たなビジネスモデルを

ATA ハイブリッド構法の導入体験を語る

　

㈱
Ａ
Ｔ
Ａ
（
富
山
県
滑
川
市
、
大
倉

義
憲
社
長
）
で
は
、
身
近
で
誰
で
も
使

い
や
す
い
「
一
般
流
通
材
」
に
よ
る
大

ス
パ
ン
構
造
を
可
能
と
す
る
「
Ａ
Ｔ
Ａ

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
法
」
の
普
及
を
目
的

と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
２
０
１
６
年
か
ら

名
古
屋
、
大
阪
、
東
京
な
ど
の
都
市
部

で
定
期
的
に
開
催
。
こ
の
５
月
10
日
に

イ
オ
ン
コ
ン
パ
ス
大
阪
駅
前
店
に
て

「
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ
ス
構
法

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
中
大
規
模
木
造
市
場

へ
の
参
入
を
見
据
え
、
大
倉
義
憲
社
長

の
「
鉄
骨
か
ら
木
造
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
い
か
に
し
て
鉄
骨
造
の
シ
ェ
ア
を

木
造
に
取
り
込
む
か
、
補
助
金
に
頼
ら

な
い
新
規
参
入
、
市
場
拡
大
を
図
る
た

め
の
方
策
な
ど
に
つ
い
て
、
構
法
の
概

要
説
明
、
建
築
事
例
、
コ
ス
ト
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
交
え
た
講
演
が
行

わ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
特
別

企
画
と
し
て
、
西
日
本
５
カ
所
に
拠
点

を
持
ち
、
佐
賀
市
に
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場

を
持
つ
黒
田
木
材
商
事
㈱
（
本
社
：
福

岡
県
福
岡
市
）
の
黒
田
覚
常
務
取
締
役

を
講
師
に
迎
え
、
提
携
プ
レ
カ
ッ
ト
工

場
と
し
て
、
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構

法
の
導
入
経
緯
や
実
例
紹
介
、
導
入
後

の
体
験
談
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
、今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

ネ
ッ
ト
イ
ー
グ
ル
㈱
の
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
構
法
に
対
応
し
た
プ
レ
カ
ッ
ト

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
が
初
公
開

さ
れ
、
同
社
の
松
井
良
紀
営
業
部
長
が

シ
ス
テ
ム
の
概
要
説
明
を
行
っ
た
。
本

頁
で
は
黒
田
氏
の
講
演
の
概
要
を
レ

ポ
ー
ト
す
る
。

　

構
法
導
入
の
メ
リ
ッ
ト　

　

と
デ
メ
リ
ッ
ト

　

講
師
と
し
て
招
か
れ
た
黒
田
氏
は
、

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
実
務
者
と
し
て
中

大
規
模
木
造
建
築
物
を
建
て
る
に
あ

た
っ
て
の
、
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構

法
の
導
入
か
ら
活
用
ま
で
、
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
、
今
後
の
課
題
と
展
望

に
つ
い
て
、
体
験
談
を
交
え
た
講
演
を

行
っ
た
。

　

黒
田
氏
は
講
演
に
先
が
け
て
、
自
社

の
倉
庫
を
建
て
る
に
あ
た
っ
て
、
鉄
骨

造
の
建
築
コ
ス
ト
高
騰
や
法
的
規
制
の

厳
格
化
を
受
け
、
木
造
の
倉
庫
を
検
討

し
て
い
た
と
き
に
プ
レ
カ
ッ
ト
専
門
誌

で
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
法
の
存
在

を
知
り
、
構
法
の
導
入
と
同
時
に
認
定

工
場
に
な
っ
た
経
緯
を
説
明
し
た
。

　

講
演
で
は
、
ま
ず
最
初
に
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
構
法
を
導
入
し
た
理
由
に

つ
い
て
「
中
大
規
模
木
造
建
築
は
１
棟

だ
け
な
ら
手
加
工
で
建
て
る
こ
と
は
可

能
だ
が
、
そ
れ
を
も
う
一
度
再
現
し
よ

う
す
る
と
工
法
の
再
現
性
の
低
さ
が
課

題
だ
っ
た
。
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
工

法
で
あ
れ
ば
、
一
度
加
工
し
た
り
建
て

方
を
し
て
み
れ
ば
、
次
に
加
工
す
る
と

き
に
も
前
の
経
験
が
十
分
生
か
せ
る
、

機
械
の
加
工
も
出
来
る
。
と
い
う
と
こ

ろ
に
大
き
な
魅
力
を
感
じ
た
」
と
述
べ

た
ほ
か
、
木
材
の
構
造
的
な
美
し
さ
や

鉄
骨
造
に
負
け
な
い
強
度
、
地
域
材
で

　　2018 年 5 月 10 日にイオンコンパス大阪駅前店にて開催された

      「ATA ハイブリッドトラス構法セミナー」

ATA ハイブリッドトラス構法セミナー in 大阪
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例
え
ば
、
柱
脚
部
分
に
平
柱
を
建
て
た
場

合
、
基
礎
に
直
結
し
て
い
る
柱
脚
金
物
が

入
り
ま
す
。
そ
の
柱
脚
の
金
物
の
長
さ
が

30
㎝
あ
っ
た
場
合
、
ど
う
し
て
も
加
工
機

の
錐
の
長
さ
に
制
限
が
出
て
き
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
、
ま
ず
一
次
的
に
加

工
し
て
お
い
て
、
後
で
も
う
一
度
ド
リ
ル

で
穴
を
開
け
直
す
手
間
が
必
要
で
す
。
た

木 構 造 レ ポ ー ト

も
中
大
規
模
木
造
建
築
を
建
て
る
こ

と
が
可
能
な
点
な
ど
、
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
構
法
の
魅
力
に
つ
い
て
解

説
し
た
。

　

続
い
て
、
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

構
法
の
有
利
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

一
般
流
通
材
が
利
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
挙
げ
た
。

　

黒
田
氏
は
「
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の

立
場
と
し
て
、
大
断
面
の
集
成
材
と

い
う
の
は
価
格
が
高
く
、
納
期
に
時

間
が
か
か
り
、
加
工
に
失
敗
し
た
場

合
の
リ
ス
ク
も
大
き
い
。そ
の
た
め
、

  黒田木材商事㈱の大型製材工場（佐賀市）

中
大
規
模
木
造
の
物
件
は
専
門
の
工
場
が

対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
月
間
生
産
量
が
２
０
０
０

坪
か
ら
３
０
０
０
坪
で
注
文
住
宅
の
プ
レ

カ
ッ
ト
が
多
い
工
場
で
も
、
そ
の
合
間
を

縫
っ
て
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
が
出
来
る
の
が

Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
法
。
一
般
流
通

材
が
利
用
で
き
る
と
い
う
の
は
、
納
期
の

短
縮
に
も
繋
が
り
、
住
宅
プ
レ
カ
ッ
ト
の

工
場
に
と
っ
て
非
常
に
有
利
だ
と
思
い
ま

す
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
鉄
骨
造
と
比
較

し
て
、
コ
ス
ト
競
争
力
を
維
持
し
た
ま

ま
、
国
産
材
・
県
産
材
を
利
用
し
た
木
造

を
広
く
一
般
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
点
に
つ

い
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
説
明

し
た
。

　

プ
レ
カ
ッ
ト
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
Ａ

Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
法
の
基
本
構
造
が

金
物
工
法
で
あ
る
た
め
、
加
工
に
際
し
て

は
金
物
工
法
を
理
解
し
て
い
な
い
と
難
し

い
場
合
が
あ
る
と
の
こ
と
。
一
般
的
な
木

造
軸
組
工
法
・
金
物
工
法
の
加
工
ラ
イ
ン

で
あ
れ
ば
、
70
％
か
ら
80
％
が
加
工
可
能

で
、
残
り
の
20
％
か
ら
30
％
は
手
加
工
や

フ
ン
デ
ガ
ー
な
ど
の
特
殊
加
工
機
を
持
っ

て
い
る
外
部
の
工
場
で
対
応
す
る
必
要
が

出
て
く
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
関
し
て
黒
田
氏
は

「
デ
ー
タ
上
で
は
加
工
可
能
で
も
機
械
上

で
は
加
工
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

だ
し
、
そ
う
い
っ
た
部
分
は
事
前
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、
デ
ー
タ
を
作
っ
て
加
工

し
て
み
れ
ば
あ
る
程
度
判
断
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い

る
。

　

ま
た
、
黒
田
氏
は
構
法
提
供
と
セ
ッ

ト
で
㈱
Ａ
Ｔ
Ａ
に
構
造
計
算
を
依
頼
で

き
る
と
こ
ろ
に
、
非
常
に
メ
リ
ッ
ト
を

最新ニュース

鉄骨造のコスト高騰で工法切り替え

　㈱ ATA が 8 月 2 日に東京国際
フォーラムで開催した「ATA ハ
イブリッドトラス構法セミナー」
での大倉社長の発表によると、全
国展開をしている大型商業施設
11 棟において、ATA ハイブリッ
ド構法を採用することが決定し
た。多店舗展開の規格店で、社名
は現時点では未公表。建物は、梁
間方向約 30 ｍ、桁行方向約 50 ｍ

A T A ハ イ ブ リ ッ ド 構 法 で 1 1 棟

規模の大型店舗で、積雪は地
域によって 135㎝、30㎝など
さまざま。２種類（スパンは
23 ｍ、20 ｍなど）のハイブ
リッドトラスを 52 フレーム
入れるプランなどが検討され
ている。採用に至った要因と
しては、鉄骨造の原材料高に
よるコストアップがある。厳
しい採算性が求められている
業界においては、大型施設の
オープンにかかる初期投資費
用が、事業全体の業績に直結
する。ATA では全国のパー
トナー工場と協力しながら準
備を進めている。

 全国展開の商業施設で採用！　　　　　　　
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感
じ
て
い
る
と
の
こ
と
。「
構
造
計
算

に
関
し
て
は
、
そ
の
都
度
、
専
門
家
に

依
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
依
頼
で
き

た
場
合
で
も
『
ち
ょ
っ
と
出
来
そ
う
に

な
い
』
と
言
わ
れ
た
途
端
に
建
築
計
画

が
頓
挫
す
る
可
能
性
が
十
分
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
㈱
Ａ
Ｔ
Ａ
の
場
合
は
、

提
携
の
設
計
関
連
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
構
造
計
算
費

用
は
か
か
り
ま
す
が
、
適
切
な
手
順
で

構
造
計
算
を
し
て
く
れ
ま
す
し
、
構

造
図
も
し
っ
か
り
作
成
さ
れ
る
の
で
、

我
々
は
そ
れ
に
の
っ
と
っ
て
加
工
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
黒
田
氏
は
説
明
し

て
い
る
。

　　

鉄
骨
造
の
市
場
に

　

木
造
で
勝
負
を
挑
む

　

セ
ミ
ナ
ー
は
後
半
に
移
り
、
受
注
活

動
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
。
安
い

建
築
コ
ス
ト
と
、
木
造
の
美
し
さ
、
国

産
材
利
用
が
可
能
な
点
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
の
が
受
注
活
動
を
有
利
に
進
め
る

ポ
イ
ン
ト
な
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
ら
の

中
で
も
特
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
黒
田
氏
は
「
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
構
法
で
受
注
活
動
を
行
う
際
の
注
意

点
と
し
て
は
坪
単
価
が
ど
れ
く
ら
い
で

で
き
る
か
と
い
う
点
で
す
。
実
際
の
建

築
費
は
坪
20
万
円
く
ら
い
で
で
き
る

し
、
そ
こ
ま
で
か
か
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
た
だ
し
、
地
盤
や
積
雪
に
よ
っ
て

条
件
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
実
際
に
現

場
を
施
工
す
る
工
務
店
さ
ん
や
ゼ
ネ
コ

ン
さ
ん
の
木
工
事
部
隊
が
こ
う
い
っ
た

現
場
に
慣
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
人
工

賃
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
鉄
骨
造
で

は
坪
単
価
が
23
万
円
～ 

25
万
円
程
度

が
一
般
的
な
基
準
と
な
り
ま
す
が
、
そ

れ
と
比
べ
て
も
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

構
法
に
は
価
格
競
争
力
が
あ
る
と
言
え

ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
受
注
を
成
功
さ
せ
る
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、
概
算
見
積
を
如
何
に
早
く

出
す
か
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
法
を
今
後
の

市
場
で
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
を
説

明
。
住
宅
着
工
戸
数
の
減
少
が
続
く
現

状
に
お
い
て
明
確
な
答
え
は
無
い
と
し

つ
つ
も
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
中
大
規
模
木
造
の

市
場
は
リ
ス
ク
は
あ
れ
ど
も
、
大
き
な

リ
タ
ー
ン
が
望
め
る
事
業
の
一
つ
で
あ

る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
黒
田
氏
は
「
将

来
的
に
木
造
建
築
の
需
要
が
減
少
し
、

共
通
の
パ
イ
を
皆
で
取
り
合
う
の
で
は

な
く
、
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
法
の

よ
う
な
新
し
い
木
造
建
築
の
魅
力
を
高

め
た
り
、
構
法
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
伸
び
し
ろ
の
残
っ
て

い
る
鉄
骨
造
の
市
場
に
木
造
で
切
り
込

ん
で
い
く
こ
と
も
可
能
だ
と
思
い
ま
す

し
、
そ
れ
に
向
け
た
努
力
を
続
け
て
い

き
た
い
」と
述
べ
、講
演
を
締
め
く
く
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材　

福
原
）

黒
田
氏
は
「
大
体
の
コ
ス
ト
感
を
つ

か
む
た
め
に
も
、
小
規
模
で
も
構
わ
な

い
の
で
実
際
に
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

構
法
で
建
物
を
建
て
る
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
し
た
経
験
が
あ

れ
ば
概
算
見
積
も
確
実
に
早
く
な
る
。

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
に
と
っ
て
も
こ
う
し

た
経
験
は
大
切
で
す
。
例
え
ば
部
材
の

加
工
に
関
し
て
も
、
一
箇
所
、
一
箇
所

の
加
工
の
仕
方
を
拾
い
出
し
て
、
こ
の

部
分
の
加
工
賃
い
く
ら
だ
な
ん
て
や
っ

て
い
た
ら
概
算
見
積
な
ん
て
出
ま
せ

ん
。
顧
客
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
早
く
見

積
が
ほ
し
い
か
ら
早
く
出
す
。
実
際
に

物
件
が
決
ま
れ
ば
、プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
、

施
工
費
等
々
、
予
算
の
振
り
分
け
な
ど

は
後
か
ら
決
め
て
い
け
ば
良
い
と
思
い

ま
す
」
と
解
説
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
は
今
後
の
市
場
で
、

ATA ハイブリッド構法に用いる専用の接合金物
   

Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ
ス

   
構
法
の
最
新
事
例
／
石
川
県

（
ジ
ャ
テ
ッ
ク
）
能
美
工
場
で
、
繊
維

工
場
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
設
計
は
、

Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
建
築
士

　

Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ
ス
構
法

の
最
新
の
建
築
事
例
が
、
石
川
県
能
美

市
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ



木 構 造 レ ポ ー ト

事
務
所
、
施
工
は
㈱
生
駒
建
築
。

　

建
物
の
大
き
さ
は
、
延
床
面
積

３
８
０
㎡
、
東
西
方
向
22
ｍ
、
南
北
方

向
20
ｍ
。
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ

ス
は
、
張
弦
張
タ
イ
プ
を
16
ｍ
ス
パ
ン

で
10
フ
レ
ー
ム
使
っ
て
い
る
。

　

積
雪
荷
重
は
１
・
５
ｍ
。
豪
雪
地
帯

で
知
ら
れ
る
石
川
県
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
壁
面
に
も
し
っ
か
り
断
熱
施
工
が

さ
れ
て
い
た
。
中
部
地
方
で
は
繊
維
産

業
が
盛
ん
で
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
で
断
熱
性

に
優
れ
た
木
造
の
工
場
施
設
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
躯
体
全
体
に
は

金
物
工
法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
タ
ツ

ミ
の
テ
ッ
ク
ワ
ン
を
採
用
し
て
い
る
。

総
工
費
は
約
５
４
０
０
万
円
。

　

工
事
は
６
月
末
に
着
工
し
て
、
８
月

末
の
完
成
予
定
。
７
月
21
日

（土）
か
ら
22

日
（土）
に
か
け
て
建
て
方
工
事
が
行
わ
れ

た
。
工
場
は
空
調
の
効
率
を
良
く
す
る

た
め
に
、
建
て
方
工
事
の
後
に
天
井
を

張
る
工
事
が
行
わ
れ
た
。
本
誌
が
撮
影

を
行
っ
た
際
に
は
、
天
井
工
事
用
の
足

場
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ
ス
は
天
井
に
覆
わ
れ
て

見
え
な
く
な
っ
た
。

　

Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ
ス
の
提

供
元
は
、
中
部
エ
リ
ア
の
提
携
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
太
田
木
材
㈱
（
福
井
県
吉

田
群
永
平
寺
町
）。
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
ト
ラ
ス
構
法
の
知
名
度
が
し
だ
い

に
向
上
し
て
い
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材　

村
上
）

ＪＡＴＥＣ（ジャテック）能美工場　

張弦張タイプを16ｍスパンで10フレーム使っている
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ATAハイブリッド構法

「鉄骨」から「木造」に変える

黒田木材商事㈱ 一般流通サイズの地元杉を使用した大型製材工場（１９ｍ×５１ｍ）

㈱SR 天井クレーン付き大スパン工場（２４ｍ×２９ｍ）

株式会社ATA
TEL076-471-8825 FAX076-471-8826
E-mail:atainfo@ata-truss.jp
URL：http://ata-truss.jp/

現在提携３９社

中大規模木造普及の為に全国各地からの供給を目指しております。

「鉄骨」から「木造」に変える

黒田木材商事㈱   一般流通サイズの地元杉を使用した大型製材工場（19 ｍ× 51 ｍ）

現在提携 45 社 
中大規模木造普及の為に全国各地からの 供給を目指しております。

㈱ SR 天井クレーン付き大スパン工場（24 ｍ× 29 ｍ）

株式会社 ATA
TEL076-471-8825    FAX076-471-8826
E-mail:atainfo@ata-truss.jp
URL：http://ata-truss.jp/

黒田木材商事㈱   一般流通サイズの地元杉を使用した大型製材工場（19 ｍ× 51 ｍ）

「鉄骨」から「木造」に変える

現在提携 45 社 
中大規模木造普及の為に全国各地からの 供給を目指しております。

株式会社 ATA
TEL076-471-8825    FAX076-471-8826
E-mail:atainfo@ata-truss.jp
URL：http://ata-truss.jp/㈱ SR 天井クレーン付き大スパン工場（24 ｍ× 29 ｍ）
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トピックス   トラスを構成する特殊な金物も自動で生成

ネットイーグル株式会社

「ATAハイブリッド構法」

プレカットユーザー　2018　vol.29　　14

ATAハイブリッド構法への対応を開始 ネットイーグル㈱

トラスを構成する特殊な金物も自動で生成
product
Topics

木造住宅のCAD/CAMシステムのトップメー
カーであるネットイーグル㈱（福岡県福岡市、祖父江
久好社長）は、㈱ATA（富山県滑川市、大倉義憲社長）
が普及を進める、「ATAハイブリッド構法」に対応
したプレカットCAD/CAMシステムの開発をこの
５月に完了し、販売を開始した。
このシステムは同社が自社開発したCAD エンジ
ンを搭載しているため、伏図・断面図・３次元での入
力機能を搭載しており、入力しやすく、納まりも３次
元CGパースで自在に確認することができる。また、
構造計算・設計等のソフト開発を手がけている㈱アー
クデータ研究所（東京都荒川区、吉沢俊正社長）の構
造計算ソフトと連携し、梁受け金物やトラス金物の接
合部を全自動で加工することができる。 新たに開発された、ATAハイブリッド構法に対

応したシステムは同社の在来軸組工法用のプレカット
CAD「Xstar」に対応している。また、㈱アークデー
タ研究所が開発したグリッドフリー任意形状のBIM
システム「Aspaceシリーズ」で木造一貫構造計算
を行うプログラム「ASTIM」と連動しており、ト
ラス解析や部分断面算定、構造計算を実施したデータ

設計から加工までのプロセスを合理化

ATAハイブリッド構法は、材寸が120㎜×450㎜
×6,000㎜までの一般流通材と、引張力を負担する鋼
材でトラスフレームを構成し、最大33ｍの大スパン

普及が進むATAハイブリッド構法

ATAハイブリッド構法に対応したCAD/CAMシステムが完成

の架構を可能としているのが特長。また、鉄骨造と同
等以下のコストで中大規模の木造建築物を建てること
ができるためコスト競争力が高く、住宅着工が減少傾
向にある現在において、注目を集めている工法だ。
トラスを構成する専用金物は梁受け金物を柱側に埋
め込む構造となっているため、梁側にボルトを留める
ナットの隙間が無くファイヤーストップ構造となって
いる。また、柱側に取り付ける金物の突起が位置決め
のガイドとなるので高精度で取り付けることができる
のも特長となっている。

　

木
造
住
宅
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス

テ
ム
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ネ
ッ

ト
イ
ー
グ
ル
㈱
（
福
岡
県
福
岡
市
、
祖

父
江
久
好
社
長
）
は
、
㈱
Ａ
Ｔ
Ａ
（
富

山
県
滑
川
市
、
大
倉
義
憲
社
長
）
が
普

及
を
進
め
る
、「
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
構
法
」
に
対
応
し
た
プ
レ
カ
ッ
ト
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
こ

の
５
月
に
完
了
し
、販
売
を
開
始
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
同
社
が
自
社
開
発

し
た
Ｃ
Ａ
Ｄ
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
て
い

る
た
め
、
伏
図
・
断
面
図
・
３
次
元
で

の
入
力
機
能
を
搭
載
し
て
お
り
、
入

力
し
や
す
く
、
納
ま
り
も
３
次
元
Ｃ
Ｇ

パ
ー
ス
で
自
在
に
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
構
造
計
算
・
設
計
等
の

ソ
フ
ト
開
発
を
手
が
け
て
い
る
㈱
ア
ー

ク
デ
ー
タ
研
究
所
（
東
京
都
荒
川
区
、

吉
沢
俊
正
社
長
）
の
構
造
計
算
ソ
フ
ト

と
連
携
し
、
梁
受
け
金
物
や
ト
ラ
ス
金

物
の
接
合
部
を
全
自
動
で
加
工
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

普
及
が
進
む

　

Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
法

　　

Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
法
は
、

材
寸
が
１
２
０
㎜
ｘ
４
５
０
㎜
ｘ

６
０
０
０
㎜
ま
で
の
一
般
流
通
材
と
、

引
張
力
を
負
担
す
る
鋼
材
で
ト
ラ
ス
フ

レ
ー
ム
を
構
成
し
、
最
大
33
ｍ
の
大
ス

パ
ン
の
架
構
を
可
能
と
し
て
い
る
の
が

特
長
。
ま
た
、
鉄
骨
造
と
同
等
以
下
の

コ
ス
ト
で
中
大
規
模
の
木
造
建
築
物
を

建
て
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
コ
ス
ト
競

争
力
が
高
く
、
住
宅
着
工
が
減
少
傾
向

に
あ
る
現
在
に
お
い
て
、
注
目
を
集
め

て
い
る
工
法
だ
。

　

ト
ラ
ス
を
構
成
す
る
専
用
金
物
は
梁

受
け
金
物
を
柱
側
に
埋
め
込
む
構
造
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
梁
側
に
ボ
ル
ト
を

留
め
る
ナ
ッ
ト
の
隙
間
が
無
く
フ
ァ
イ

ヤ
ー
ス
ト
ッ
プ
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
柱
側
に
取
り
付
け
る
金
物
の
突

起
が
位
置
決
め
の
ガ
イ
ド
と
な
る
の
で

高
精
度
で
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
も
特
長
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

　

設
計
か
ら
加
工
ま
で
の

　

プ
ロ
セ
ス
を
合
理
化

　

新
た
に
開
発
さ
れ
た
、
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
構
法
に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム

は
同
社
の
在
来
軸
組
工
法
用
の
プ
レ

カ
ッ
ト
Ｃ
Ａ
Ｄ
「
Ｘ
ｓ
ｔ
ａ
ｒ
」
に
対

応
し
て
い
る
。
ま
た
、
㈱
ア
ー
ク
デ
ー

タ
研
究
所
が
開
発
し
た
グ
リ
ッ
ド
フ

リ
ー
任
意
形
状
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
シ
ス
テ
ム

「
Ａｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ 

シ
リ
ー
ズ
」
で
木
造
一

貫
構
造
計
算
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ａ

への対応を開始

ATA ハイブリッド構法に対応した CAD/CAM システムが完成
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断面図入力画面

を読み込むことができる。
ネットイーグル㈱が展開する他のCAD/CAMシ
ステムと同様に、独自開発による汎用性の高いCAD
エンジンを搭載しているため、断面図入力が可能と
なっており、平面図では難しい斜材などを通り断面で
確認しながら入力することができる。さらにATA
ハイブリッド構法のトラス構造は、通常の断面図入力
に加え、２次断面図での入力も要求されるため、この
機能も業界に先駆け開発・実現した。
ATAハイブリッド構法では、木材を接合する専
用金物のほかに、引張力を負担するクレビスやタイ
バー、ブラケットなどの鋼材も使用されている。これ
らの部材についても一元的に入力することが可能で、
加工生成すると材長や金物の納まりが自動的に決定・

現在、ATAハイブリッド構法の提携プレカット工
場は全国42社を数え、建築実績は45棟を超えている。
㈱ATAでは今年度中に100棟の実績を目指す一方
で、構法の普及を図るため、構法の導入セミナーを定
期的に開催する予定だ。
また、今後開催される導入セミナーにおいては、
ネットイーグル㈱からも講師を招き、今回開発され
たATAハイブリッド構法に対応したプレカット
CAD/CAMシステムの紹介・実演が行われる。
ATAハイブリッド構法に対応したCAD/CAM
システムにより、設計と加工が合理化したことで、着
工数が減少傾向にある住宅市場に代わる新たなビジネ
ス展開の場として、大スパンを要する中大規模木造建
築の普及がさらに加速していくことが期待される。

加速する中大規模木造建築の普及

積算される仕組みとなっている。クレビスはタイバー
の径と連動して計算され、タイバーが６m以上にな
るとターンバックルが自動的に生成される。
加工形状や納まりはリアル加工パースで瞬時に確認
することができ、詳細を確認したい納まりを選択する
と部分パースも作成することができる。また、クレビ
スと木材、タイバーとボルト・パプなどの干渉も自在
にチェックすることができる。

ATA金物
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ATA金物

て
い
る
た
め
、
断
面
図
入
力
が
可
能

と
な
っ
て
お
り
、
平
面
図
で
は
難
し

い
斜
材
な
ど
を
通
り
断
面
で
確
認
し

な
が
ら
入
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
法

の
ト
ラ
ス
構
造
は
、
通
常
の
断
面
図

入
力
に
加
え
、
２
次
断
面
図
で
の
入

力
も
要
求
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
機
能

も
業
界
に
先
駆
け
開
発
・
実
現
し
た
。

　

Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
法
で

は
、
木
材
を
接
合
す
る
専
用
金
物
の

ほ
か
に
、
引
張
力
を
負
担
す
る
ク
レ

ビ
ス
や
タ
イ
バ
ー
、
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
な

ど
の
鋼
材
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
部
材
に
つ
い
て
も
一
元
的
に

入
力
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
加
工
生

成
す
る
と
材
長
や
金
物
の
納
ま
り
が

自
動
的
に
決
定
・
積
算
さ
れ
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
。
ク
レ
ビ
ス
は
タ

イ
バ
ー
の
径
と
連
動
し
て
計
算
さ

れ
、
タ
イ
バ
ー
が
６
ｍ
以
上
に
な
る

と
タ
ー
ン
バ
ッ
ク
ル
が
自
動
的
に
生

成
さ
れ
る
。

　

加
工
形
状
や
納
ま
り
は
リ
ア
ル
加

工
パ
ー
ス
で
瞬
時
に
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
、
詳
細
を
確
認
し
た
い
納
ま

り
を
選
択
す
る
と
部
分
パ
ー
ス
も
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ク

レ
ビ
ス
と
木
材
、
タ
イ
バ
ー
と
ボ
ル

ト
・
パ
プ
な
ど
の
干
渉
も
自
在
に

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

加
速
す
る
中
大
規
模

　

木
造
建
築
の
普
及

　

現
在
、
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構

法
の
提
携
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
は
全
国

42
社
を
数
え
、
建
築
実
績
は
45
棟
を

超
え
て
い
る
。
㈱
Ａ
Ｔ
Ａ
で
は
今
年

度
中
に
１
０
０
棟
の
実
績
を
目
指
す

一
方
で
、構
法
の
普
及
を
図
る
た
め
、

構
法
の
導
入
セ
ミ
ナ
ー
を
定
期
的
に

開
催
す
る
予
定
だ
。

　

ま
た
、
今
後
開
催
さ
れ
る
導
入
セ

ミ
ナ
ー
に
お
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
イ
ー

グ
ル
㈱
か
ら
も
講
師
を
招
き
、
今
回

開
発
さ
れ
た
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

構
法
に
対
応
し
た
プ
レ
カ
ッ
ト
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
・
実

演
が
行
わ
れ
る
。

　

Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
法
に
対

応
し
た
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
、
設
計
と
加
工
が
合
理
化
し

た
こ
と
で
、
着
工
数
が
減
少
傾
向
に

あ
る
住
宅
市
場
に
代
わ
る
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
の
場
と
し
て
、
大
ス
パ

ン
を
要
す
る
中
大
規
模
木
造
建
築
の

普
及
が
さ
ら
に
加
速
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
」
と
連
動
し
て
お
り
、
ト

ラ
ス
解
析
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部
分
断
面
算
定
、
構
造

計
算
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実
施
し
た
デ
ー
タ
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み
込

む
こ
と
が
で
き
る
。

　

ネ
ッ
ト
イ
ー
グ
ル
㈱
が
展
開
す
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Ｃ
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Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
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同
様
に
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独
自
開
発
に
よ
る
汎
用
性
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高
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Ｃ
Ａ
Ｄ
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し



New Housing Journal　2018/9

  

  41
プレカットユーザー　2018　vol.29　15

部分パース図

全体パース図

プレカットユーザー　2018　vol.29　15

部分パース図

全体パース図

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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Ａ
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携
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国
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績
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Ｔ
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０
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と
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た
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で
、
着
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数
が
減
少
傾
向
に

あ
る
住
宅
市
場
に
代
わ
る
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
の
場
と
し
て
、
大
ス
パ

ン
を
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す
る
中
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